
                                  
 
 

北九州八幡東病院における傷害事件控訴審判決について（報告） 
 
 
  平成 19 年６月に北九州八幡東病院で入院患者の足の爪を切除してケガをさせた
として傷害罪に問われ、１審で有罪判決を受けた看護師の控訴審判決において、平
成２２年９月１６日に無罪が言い渡され、福岡高等検察庁が上告せず１０月１日に
判決が確定した。 

  
 
１ 判決内容 
 
 無罪（一審判決の懲役６月、執行猶予３年を破棄）  
 
 
２ 経緯・概要 
 
・19年 6月 25日  北九州八幡東病院（介護療養型医療施設）で虐待（疑）の事案 

が発生したとして同病院が記者発表。 
 
・同年７月２日   福岡県警が看護師を傷害容疑で逮捕。病院は懲戒解雇処分。 
 
・同年７月 23 日  市は高齢者虐待防止法に基づく、市の立入検査の結果や病院か

ら提出された調査報告書の内容を、尊厳擁護専門委員会に報告を
行うとともに、当該専門委員会の意見を踏まえ、虐待と認定。   
同日、検察庁が傷害罪で起訴。 

 
・同年 8月 3日   市は病院に対し、再発防止策を講じるよう改善指導。 
 
・21年 3月 30日  福岡地裁小倉支部 一審判決（懲役６月、執行猶予３年） 

被告人側が控訴 
 
・22年 9月 16日  福岡高裁 控訴審判決（一審判決の破棄・無罪） 
 
・22年 10月１日  判決確定 
 
 
３ 今後の本市の対応について 
 
  本市としては、控訴審の判決文を入手した後、尊厳擁護専門委員会に判決の詳細
について報告を行い、意見を求める予定。 


